




　ウイルス感染が胎児に及ぼす影響に就いては,風疹による奇形発生が報告さ

れて以来いろいろな他のウイルス感染に就いても調査されているが,風疹の場

合のようにはっきりと妊娠 3ケ月までの母体感染が危険であるというような目

安が立っていないし,また果して風疹に匹敵するような危険度のウイルス感染

が有るか否か,あるいは風疹以上に激しい胎児感染を起して流産の因を成す場

合が有るか否か,もし有るとしたならばどのようなウイルスが妊娠何ケ月まで

に母体感染したときに如何なる胎児の危険が有りうるか,という点に就いては

われわれは系統的な知識を持っていない。したがって,先ずもっとも高い危険

度の予測されるウイルスに就いて,その母体感染が胎児に及ぼす影響および産

道感染の危険度の実体を把握し,それに基づいて予防措置の対策を研究するこ

とが望まれる。


